





















          統計解析ソフトウエア運用システムについて
                                    田 村 義 保
 ソフトウェア開発室で，現在行っているプロジェクトについて発表した．
 計算機で統計解析を行う時，優れた解析プログラムが必要であることは言うまでもたいことである
が，そのプログラムがどれだけ使い易いかも重要にたってくる．マイクロコンピュータ用のソフトウェ
アの中には，ユーザインターフェースの良いものもあるようだが，大型計算機用のソフトウェアは市販
されているものも含めて，ユーザにかなりの負担をかけるような形にたっている．すなわち，JCLとい
うやっかいたものを常に意識し，書いていかねばならたい．これは，普通のユーザには，かなりの苦痛
であり，計算機嫌いを生む原因になっているものと思われる．
 そこで，大型計算機用に当研究所で開発された最新の統計解析用ソフトウェアを使い易い形にまとめ，
システム化することを目指して，本プロジェクトが立案された．プロジェクトのメンバーは，大隅昇氏，
石黒真木夫氏，中村隆氏，桂康一氏と田村の5名である．システムの構成の最上位部のみを図示すると，
下図のようにたる．
 詳しい内容については，発表の時に説明した．システムの名称は，仮称であるが，統計解析ソフトウェ
ア運用システム（Statistica1Software Manager：σ2／μ一ism）である．
